
●宍道湖湖岸堤浸透防止対策について

現在、宍道湖北岸（松江市末次本町～千鳥町付近）で、堤防への雨水浸透を防ぐ
対策として舗装工事を行っています。

雪が多く施工が長引いておりますが、早期の完成を目指しておりますので、何卒
ご理解のほどよろしくお願いいたします。
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【注1】



●宍道湖湖岸堤浸透防止対策について

施工前 施工後

堤防天端は土でしたが、舗装しても写真のよう自然な土色（茶色）となります。
（平成21年度に完成した箇所の施工前・施工後の写真です）

※

 

今年度（現在施工中）も同じ色あいで施工します。

【注1】

 

雨水浸透防止対策とは・・・？

堤防は土砂で出来ており、雨水が染みこむと、土砂が緩んだり、水の道ができたりします。これらが漏水の原因となり、

 
堤防を弱くしてしまいます。堤防の上を舗装することで、堤防に雨水が染みこむのを防ぎます。
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